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研究成果の概要（和文）： 
 研究組織を 5 つのグループに分けて活動した。幼小連携班は、幼稚園児の観察から会話能力
の実態把握を行った。話すこと班は、小学校児童の話し合いが探究的に進化する発達の実相を
明らかにした。読むこと班は、中学校生徒の話し合いが社会的実践として機能する発達の実相
を明らかにした。書くこと班は、書く活動における話し合いの機能を分析した。メディアコミ
ュニケーション班は、小規模ながら授業観察、授業開発を行った。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 We divided the research organization into five groups, and worked. The cooperation 
group between a kindergarten and an elementary school investigated the actual condition 
of conversation capability by observing kindergarteners. The talking group investigated 
the developmental stage that elementary school children's talks changed to inquiry. The 
reading group investigated the developmental stage that junior high school students' talks 
changed to social practice. The writing group analyzed the function of the talks in the 
activity to write. The media communication group clarified the actual condition of the 
communication which uses media by observation of lessons, and development of the lesson.  
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１．研究開始当初の背景 
 新学習指導要領完全実施後さまざまな形
で取り組まれている言語能力の学習に関し
て、コミュニケーション能力は中心的な位置
にある。このコミュニケーション能力の育成
に関して、国語科内、特に中学校段階ではい

まだ不十分な状況にある(全国学力･学習状
況調査の結果などから)。 
２．研究の目的 
 (1)本研究は、この研究課題に対して、科
学的基礎の確保に基づき、教材・単元・カリ
キュラムを提案することを目的とする。また
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コミュニケーション能力は、社会的に実効的
なものである必要がある。学校教育において
は、国語科外の他教科･他活動の学習活動に
おけるコミュニケーション能力の充実が求
められる。 
(2)本研究は、この国語科と他教科との連携
を図るコミュニケーション能力育成に関す
る科学的基礎を確保するとともに、教材・単
元・カリキュラムを開発し、実践的な方法を
提案することを目的とする。 
３．研究の方法 
 先行研究については、発表論文・著書を分
析し、把握を行い、本研究の定位を図った。 
 研究組織を、幼小連携班、メディアコミュ
ニケーション班、話すこと班、読むことと話
すこと連携班、書くこととはなすこと連携班
の 5班の研究グループに分け、活動した。 
 それぞれ基礎研究段階として保育観察、授
業観察を行い、記録を分析し、言語能力の発
現について把握した。そこから研究仮説（授
業仮説）を導出した。 
 最終的に実験授業を行い、措定した研究仮
説（授業仮説）の検証を行った。 
４．研究成果 
 コミュニケーション能力の実態、及びその
伸長・向上を図る実験授業の実施、及びその
分析・考察を中心に研究の集約を行った。従
来国語科では、コミュニケーション能力は、
話すこと・聞くことの領域で中心的、限定的
に取り組まれていた。だが、本研究において
は、読むことの領域、書くことの領域におけ
るコミュニケーション能力のあり方、及び当
該領域に対する効果を解明するために、授業
観察、その分析・考察に取り組み、一定のプ
ログラムを構築した。 
 コミュニケーション能力の実態に関する
「科学的基礎」の確保の点では成果を集約し
た。また「社会的に実効的なコミュニケーシ
ョン能力」育成、及びそのプログラム構築で
は、各パートで実験授業が進められており、
一定の成果が得られている。これらは、一定
のプログラム（単元）として提案可能な教材
単元を作成し、実験授業を実施し、分析を行
った。主に、幼小連携班と読むことの授業班
で集約を行った。 
 「研究実施計画」の達成状況としては、「コ
ミュニケーション能力の発達モデル案の構
築」は、各パートにおいて実験授業が進めら
れ、分析、集約が行われた。「話すこと・聞
くこと」パートは、実験授業が進められ、分
析を集約した。「読むこと」パートは、岡山
市立吉備中学校にて 3 回の実験授業を行い、
その分析・集約を行った。「書くこと」パー
トは実験授業の実施は困難であり、単元案の
作成を行った。 
 他教科におけるコミュニケーション能力
育成プログラムは、中学校段階を中心に科学

的基礎の収集し、分析を行っている。主に他
教科の学習を生かした意見文作成の活動を
中心に連携の方法を試行的に実施した。 
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